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は
じ
め
に

中
国
善
書
は
そ
の
三
教
合
一
的
性
格
に
よ
っ
て
、
日
本
に
伝
来
し
た
当
初
は
黄
檗

宗
と
緊
密
な
交
流
を
持
つ
浄
土
宗
や
真
宗
に
認
識
さ
れ
、
宗
教
界
に
お
い
て
刊
行
さ

れ
て
き
た
。
一
七
世
紀
以
降
に
は
和
解
本
が
次
々
と
世
に
問
い
、
本
格
的
に
日
本
社

会
に
広
が
る
こ
と
に
な
り
、
中
江
藤
樹
、
貝
原
益
軒
、
太
田
錦
城
や
浅
井
了
意
な
ど

多
く
の
知
識
人
に
読
ま
れ
、
さ
ら
に
広
瀬
淡
窓
の
よ
う
な
儒
者
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
、
日
本
の
道
徳
や
社

会
通
念
と
共
鳴
し
合
う
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、

日
本
の
近
世
社
会
を
考
察
す
る
際
に
、
和
解
善
書
は
宗
教
書
物
や
類
書
の
範
疇
を
超

え
て
近
世
民
衆
の
思
想
・
文
学
・
教
育
な
ど
の
方
面
に
お
い
て
、
異
な
る
角
度
か
ら

研
究
資
料
と
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
考
え
る
。

和
解
善
書
の
中
で
、明
儒
袁
了
凡
の
著
書
『
陰
隲
録
』
の
和
解
が
代
表
的
で
あ
る
。

陰
隲
と
は
、『
書
経
』
洪
範
篇
の
「
惟
れ
天
、
陰
に
下
民
を
隲
め
、
厥
の
居
に
相
協
せ

し
む
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
福
善
禍
淫
の
理
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
江
戸
後
期
の

庶
民
教
化
に
お
い
て
莫
大
な
影
響
力
の
石
門
心
学
に
目
を
注
ぐ
と
、
そ
の
講
席
の
場

に
お
い
て
『
陰
隲
録
』『
感
応
篇
』
な
ど
の
善
書
を
含
め
て
多
く
の
漢
籍
が
民
衆
教
化

の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
八
木
意
知
男
は
『
和
語
陰

隲
録
』
と
『
積
善
録
』
を
比
較
し
、
同
版
の
書
物
だ
と
指
摘
し
て
い
る①
。
つ
ま
り
、

心
学
者
は
陰
隲
録
の
版
木
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
心
学
教
訓
書
と
し
て
受
講
者
に
施
本

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
た
な
史
料
の
発
掘
に
よ
っ
て
、
心
学
の
教
学
の
場
に
お
い

て
善
書
の
例
話
が
引
用
さ
れ
、
京
坂
の
各
有
力
心
学
講
舎
が
協
力
し
合
っ
て
心
学
道

話
と
「
陰
隲
文
」（『
陰
隲
録
』
と
同
じ
性
格
の
善
書
）
を
合
わ
せ
て
頒
布
す
る
こ
と
も
明

ら
か
に
な
り②
、
善
書
は
心
学
の
民
衆
教
化
に
は
き
わ
め
て
有
効
な
テ
キ
ス
ト
だ
と
考

え
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。

ま
た
、
筆
者
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、『
黒
松
家
資
料
目
録③
』
に
お
い
て
、
大
坂
の
心

学
講
舎
で
あ
る
立
教
舎
で
は
か
つ
て
安
永
五
年
版
『
和
語
功
過
自
知
録
』（
現
在
大
阪

池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）
を
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
心
学
明
誠
舎
蔵

書
目
録④
』
に
お
い
て
も
、
元
禄
一
四
（
一
七
〇
一
）
年
版
『
陰
隲
録
』
の
ほ
か
、
文
政

元
（
一
八
一
八
）
年
再
版
の
『
和
語
陰
隲
録
』、
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
『
和
語
自

知
録
』、
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
『
和
語
陰
隲
録 

全
』
な
ど
、
数
種
の
善
書
の
存

在
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、善
書
の
中
で
も
最
も
影
響
力
が
あ
る
と
思
わ
れ
る『
陰

隲
録
』
を
中
心
に
、
和
解
善
書
は
前
近
代
の
教
化
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の

み
な
ら
ず
、
明
治
以
降
に
入
っ
て
も
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
酒
井
忠
夫⑤
を
は
じ
め
と
す
る
従
来
の
先
行
研
究
は
善
書
を
前
近
代
の

教
訓
書
と
同
様
に
扱
う
傾
向
が
強
く
、
近
代
に
お
け
る
善
書
の
展
開
に
つ
い
て
は
ほ

と
ん
ど
散
見
さ
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
日
本
の
学
校
教
育
の
近
代
化
・
統
一
化
が

進
む
と
と
も
に
、
善
書
は
近
世
の
教
訓
書
や
往
来
物
の
よ
う
に
次
第
に
教
化
テ
キ
ス

ト
か
ら
姿
を
消
し
て
い
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
『
和
語

陰
隲
録
』
は
明
治
十
年
代
の
修
身
教
科
書
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
大
正

『
陰
隲
録
』
の
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け
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―
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や
昭
和
、
さ
ら
に
平
成
の
現
在
に
至
っ
て
も
、
商
業
出
版
の
形
で
何
度
も
再
版
さ
れ
、

大
衆
の
視
野
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
は
ま
ず
明
治
初
期
に
『
和
語
陰
隲
録
』
の
修
身

テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
応
用
状
況
を
整
理
し
、
そ
の
後
の
出
版
状
況
も
合
わ
せ
て
考
察

し
た
上
で
、
明
治
期
の
『
陰
隲
録
』
に
携
わ
る
者
の
ス
タ
ン
ス
や
新
た
な
近
代
国
家

の
「
国
民
」
の
養
成
と
善
書
の
受
容
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
関

連
さ
せ
て
考
え
て
み
た
い
。

明
治
期
の
修
身
教
科
書

『
陰
隲
録
』
に
つ
い
て
、
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
の
無
名
上
人
『
和
語
陰
隲
録
』

（
文
政
元
年
再
版
）
が
最
初
の
和
解
本
で
あ
り
、
文
政
元
年
の
再
版
は
大
坂
・
京
都
・

江
戸
三
都
の
書
肆
が
多
数
参
入
し⑥
、
当
時
に
数
多
く
流
布
し
て
い
た
た
め
現
存
本
が

最
も
多
い
。『
和
語
陰
隲
録
』
の
書
名
が
、修
身
教
科
書
と
し
て
明
治
新
政
府
の
文
書

に
お
い
て
初
め
て
見
ら
れ
る
の
は
、明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
四
月
二
九
日
発
布
さ
れ

た
「
文
部
省
布
達
・
第
五
十
八
号
」
で
あ
る
。

小
学
教
科
ノ
書
。
小
学
教
則
中
ニ
記
載
有
之
候
得
共
。
右
ハ
只
其
概
略
ヲ
示
ス
而
已

ニ
有
之
。
追
々
各
地
開
校
ニ
付
テ
ハ
。
課
業
書
不
足
ノ
趣
ニ
付
。
別
紙
目
録
ノ
書
類

相
用
可
然
候
儀
。
此
段
為
必
得
相
達
候
也⑦
。

と
、
袁
了
凡
『
和
語
陰
隲
録
』、
上
羽
勝
衛
『
勧
孝
邇
言
』、
石
井
光
致
『
修
身
談
』

と
い
っ
た
東
洋
古
典
の
道
徳
書
や
江
戸
時
代
の
教
訓
書
な
ど
を
「
修
身
の
部
」
と
し

て
追
加
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
当
時
で
は
修
身
教
科
書

が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
入
手
し
や
す
い
教
科
書
を
追
加
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

近
代
教
育
の
成
立
の
問
題
に
つ
い
て
、
教
育
史
の
研
究
に
お
い
て
は
、
唐
澤
富
太

郎⑧
、
海
後
宗
臣⑨
な
ど
の
大
家
に
よ
る
基
礎
資
料
の
収
集
や
分
析
な
ど
多
く
の
蓄
積
が

あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
明
治
初
期
の
修
身
教
科
書
の
成
立

に
つ
い
て
、『
陰
隲
録
』
の
受
容
の
視
点
か
ら
整
理
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
な
お
、

教
育
勅
語
渙
発
以
前
に
、小
学
校
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
修
身
教
科
書
に
つ
い
て
は
、

国
家
の
政
策
方
針
か
ら
以
下
の
大
き
く
二
段
階
に
分
け
て
考
え
て
い
く
。

１
．
明
治
五
年
―
明
治
一
二
年　

翻
訳
修
身
書
の
時
代

大
政
奉
還
の
政
治
的
混
乱
を
経
て
、明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
全
国
の
教
育
行
政
を

統
括
す
る
機
関
と
し
て
文
部
省
が
設
置
さ
れ
た
後
、翌
五
（
一
八
七
二
）
年
八
月
に
太

政
官
布
告
と
し
て
維
新
政
府
に
よ
る
初
め
て
の
近
代
学
校
制
度
で
あ
る
「
学
制
」
が

公
布
さ
れ
、国
民
全
体
を
目
指
す
近
代
教
育
が
開
始
さ
れ
た
。「
学
制
」
第
二
十
一
章

に
お
い
て
、
尋
常
小
学
校
下
等
の
教
科
の
う
ち
、
道
徳
教
育
に
直
接
か
か
わ
る
「
修

身
」
は
「
一
綴
字
、
二
習
字
、
三
単
語
、
四
会
話
、
五
読
本
」
の
次
に
六
番
目
に
挙

げ
ら
れ
、
つ
ま
り
国
語
教
育
の
次
に
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。

同
年
九
月
に
公
布
さ
れ
た
「
小
学
教
則
」
に
お
い
て
、
修
身
は
、
尋
常
小
学
校
下

等
第
八
級
（
入
学
一
年
目
の
前
半
六
か
月
）
か
ら
第
五
級
（
入
学
二
年
目
の
後
半
六
か
月
）

に
「
修
身
口
授
」（
ぎ
ょ
う
ぎ
の
さ
と
し
）
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、下
等
小
学
の
最
初

の
二
年
間
に
課
す
べ
き
も
の
と
し
て
置
か
れ
た
。
当
時
は
二
日
置
き
に
一
時
間
で
、

毎
週
二
時
間
を
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
教
授
方
法
は
、
文
部
省
が
指
定
す
る
修
身
教
科

書
を
用
い
て
教
師
が
口
授
に
よ
っ
て
教
え
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た⑩
。

修
身
教
科
書
と
し
て
は
、小
学
教
則
で
示
さ
れ
た
『
民
家
童
蒙
解
』（
青
木
輔
清
訳
）、

『
童
蒙
教
草
』（
福
沢
諭
吉
訳
）
の
ほ
か
、『
修
身
論
』（
阿
部
泰
蔵
訳
）、『
泰
西
勧
善
訓

蒙
』（
箕
作
麟
祥
訳
）、『
性
法
略
』（
神
田
孝
平
訳
）
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
欧

米
の
著
述
を
日
本
人
が
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。「
西
欧
の
道
徳
を
教
え
る
計
画
を

立
て
た
も
の
の
、
欧
米
な
ど
に
小
学
校
用
の
教
科
書
が
な
か
っ
た
の
で
、
や
む
を
え

ず
倫
理
学
書
を
訳
し
て
使
用
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
」、「
こ
う
し
て
西
欧
通
訳

書
を
消
化
し
て
児
童
に
話
す
こ
と
の
で
き
る
教
師
も
少
な
か
っ
た
」
と
い
う⑪
。

翻
訳
教
科
書
で
な
い
も
の
と
し
て
は
、
以
上
に
述
べ
た
布
達
の
指
示
に
よ
っ
て
追
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加
さ
れ
た
『
和
語
陰
隲
録
』『
勧
孝
邇
言
』『
修
身
談
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
和
語
陰
隲

録
』
は
言
う
ま
で
も
な
く
江
戸
時
代
無
名
上
人
の
和
解
で
、
そ
の
う
ち
の
『
勧
孝
邇

言
』
は
前
後
二
篇
か
ら
成
り
、前
篇
は
「
六
諭
衍
義
大
意
」
を
平
易
に
し
た
も
の
で
、

後
篇
は
孝
行
を
中
心
と
す
る
和
漢
の
例
話
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
『
陰
隲
録
』

と
同
様
に
前
近
代
に
お
い
て
よ
く
使
用
さ
れ
た
教
化
テ
キ
ス
ト
だ
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
小
学
教
則
は
「
机
上
の
計
画
」
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
実
施
す
る

上
で
の
困
難
も
あ
り
、
実
際
に
明
治
初
期
に
お
い
て
広
く
通
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

と
い
う⑫
。
こ
の
時
期
の
教
科
書
に
つ
い
て
、
高
橋
文
博
は
、
講
述
型
・
例
話
型
・
教

訓
型
と
い
う
三
つ
の
類
型
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
徳
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
基

本
的
な
方
針
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、「
学
制
」
発
布
か
ら
明
治

一
二
、
三
年
頃
ま
で
、
道
徳
教
育
が
実
に
軽
視
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
す
る⑬
。

２
．
明
治
一
二
年
―
明
治
二
三
年　

文
部
省
編
纂
の
修
身
書

こ
の
よ
う
な
混
乱
状
態
の
中
で
、
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
、
明
治
天
皇
に
よ
る

「
教
学
聖
旨
」
か
ら
方
向
性
が
示
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、儒
教
主
義
的
な
道
徳
教

育
が
日
本
の
近
代
教
育
の
中
心
と
し
て
確
立
し
よ
う
と
し
た
旨
が
強
調
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
内
務
卿
伊
藤
博
文
と
天
皇
侍
講
元
田
長
孚
は
、
儒
教
道
徳
へ
回

帰
す
べ
き
か
ど
う
か
、
教
育
の
あ
り
方
を
め
ぐ
り
、
所
謂
徳
育
論
争
は
、
明
治
二
三

（
一
八
九
〇
）
年
に
教
育
勅
語
が
渙
発
さ
れ
る
ま
で
続
い
た
。

道
徳
教
育
の
現
況
を
憂
慮
し
、明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
文
部
省
の
編
輯
局
局

長
に
就
任
し
た
西
村
茂
樹
は
個
人
の
名
義
で
『
小
学
修
身
訓
』（
二
巻
）
を
編
集
し
た
。

そ
の
刊
行
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
欧
米
の
翻
訳
修
身
書
か
ら
儒
教
主
義
の
修
身
教
科

書
へ
の
流
れ
が
明
確
に
な
る
と
と
も
に
、
口
授
が
主
体
で
あ
っ
た
修
身
科
の
教
授
方

法
は
、
暗
記
と
読
解
を
中
心
と
す
る
も
の
へ
と
大
き
く
変
化
し
た⑭
。
ま
た
、
従
来
の

修
身
の
教
育
は
児
童
が
教
科
書
を
所
持
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
本
書
の
後
に
、

修
身
教
科
書
は
全
て
児
童
が
所
持
し
て
授
業
を
受
け
る
べ
き
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ

る⑮
。文

部
省
で
は
、明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
五
月
に
「
小
学
教
則
綱
領
」
が
公
布
さ

れ
、
修
身
科
は
小
学
校
全
学
年
に
置
か
れ
、
そ
の
授
業
時
間
は
初
等
科
・
中
等
科
に

週
六
時
間
、
高
等
科
に
週
三
時
間
へ
と
大
幅
に
増
加
さ
れ
た
。
続
い
て
明
治
一
五

（
一
八
八
二
）
年
「
小
学
修
身
書
編
纂
方
大
意
」
で
は
「
我
国
体
ヲ
明
ニ
シ
…
﹇
中
略
﹈

…
尊
王
愛
国
ノ
心
ヲ
養
成
ス
ル
ヲ
以
テ
一
大
主
脳
ト
為
ス
ベ
シ⑯
」
と
さ
れ
、
文
部
省

は
「
国
体
」
と
「
尊
王
愛
国
」
を
核
心
と
す
る
教
育
内
容
を
全
面
に
出
す
と
と
も
に
、

新
し
い
修
身
教
科
書
の
編
纂
に
着
手
し
た
。
西
村
茂
樹
の
方
針
に
基
づ
い
て
明
治

一
五
―
一
七
（
一
八
八
二
―
一
八
八
四
）
年
に
『
小
学
作
法
書
』（
三
冊
）、『
小
学
修
身

書
』（
初
等
科
之
部
六
冊
、
中
等
科
之
部
六
冊
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

明
治
期
の
修
身
教
科
書
は
「『
小
学
修
身
書
』
に
至
っ
て
完
全
に
儒
教
主
義
へ
の
切

り
替
え
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が⑰
、
こ
こ
に
小
学
修
身
書
の

引
用
典
籍
に
注
目
し
て
整
理
す
る
と
よ
り
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う⑱
。

初
等
科
の
部
首
巻
は
口
授
用
に
編
纂
し
た
も
の
で
、
章
別
に
区
分
け
さ
れ
て
い
な

い
。
論
語
（
22
回
）、
孟
子
（
10
回
）、
詩
経
（
8
回
）、
諺
（
7
回
）、
小
学
・
大
学
（
5

回
）、
中
庸
・
書
経
・
心
学
道
話
集
（
4
回
）、
礼
記
（
3
回
）、
孝
経
（
2
回
）、
古
今

集
・
鳩
翁
道
話
・
家
語
・
北
夢
瑣
言
・
道
二
翁
道
話
・
養
草
・
平
家
物
語
・
左
伝

（
1
回
）
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

初
等
科
の
部
巻
一
〜
巻
五
に
は
、
大
和
和
訓
（
47
回
）、
大
和
小
学
（
28
回
）、
家
道

訓
・
日
新
館
童
子
訓
（
17
回
）、
養
生
訓
（
10
回
）、
六
諭
衍
義
大
意
（
9
回
）、
大
和
中

庸
・
楽
訓
（
8
回
）、
和
語
陰
隲
録
（
5
回
）、
文
武
訓
・
女
大
学
・
女
小
学
（
3
回
）、

古
今
集
・
秘
事
記
・
婦
人
養
草
・
詩
経
・
大
和
為
善
録
・
神
皇
正
統
記
（
2
回
）、
新

勅
選
集
・
翁
問
答
・
玉
匣
・
三
草
集
・
童
子
訓
・
内
訓
・
女
孝
経
・
女
今
川
状
・
山

家
集
・
竹
馬
鈔
（
1
回
）
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

中
等
科
の
部
巻
一
〜
巻
六
に
は
、
大
和
和
訓
（
72
回
）、
家
道
訓
（
24
回
）、
五
常
訓

（
14
回
）、
文
武
訓
・
大
和
小
学
（
11
回
）、
和
語
陰
隲
録
・
迪
彝
篇
（
9
回
）、
童
子
訓
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（
6
回
）、
大
和
孝
経
・
翁
問
答
（
5
回
）、
日
新
館
童
子
訓
・
楽
訓
・
梧
窓
漫
筆
・
艮

斎
閑
話
・
為
学
玉
箒
（
4
回
）、
喩
（
鑑
）
草
・
秘
事
記
（
3
回
）、
神
皇
正
統
記
・
養

生
訓
・
士
道
要
論
・
六
諭
衍
義
大
意
（
2
回
）、
大
和
中
庸
・
大
和
為
善
録
・
文
明
一

統
記
・
孝
経
外
伝
或
問
・
閑
聖
漫
録
・
告
志
篇
・
竹
馬
鈔
・
玉
勝
間
・
徒
然
草
・
道

守
之
標
・
駿
台
雑
話
（
1
回
）
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

西
村
の
『
小
学
修
身
訓
』
に
は
嘉
言
の
根
拠
と
し
て
西
洋
と
和
漢
を
共
に
使
用
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、
文
部
省
の
『
小
学
修
身
書
』
は
一
切
西
洋
の
人
物
や
例
話
を

言
及
せ
ず
、
専
ら
和
漢
の
典
籍
を
取
り
上
げ
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
儒
教
を
日
本
固

有
の
教
学
と
し
て
求
め
た
修
身
の
指
針
は
無
論
、欧
化
主
義
へ
対
抗
に
も
み
え
る
が
、

「
本
邦
聖
主
賢
哲
ノ
嘉
言
善
行
」
を
主
と
し
、「
漢
土
聖
賢
の
言
行
」
を
副
え
、
貝
原

益
軒
の
『
大
和
和
訓
』
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
教
訓
書
以
外
、
和
語
陰
隲
録
（
合

計
14
回
）
や
六
諭
衍
義
大
意
（
合
計
11
回
）
な
ど
中
国
由
来
の
教
化
テ
キ
ス
ト
も
、
引

用
典
籍
の
上
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

小
学
修
身
書
と
『
陰
隲
録
』

『
陰
隲
録
』
の
本
文
と
し
て
は
、
袁
了
凡
の
自
伝
の
「
立
命
之
学
」、
謙
虚
と
い
う

徳
を
主
題
に
し
た
逸
話
を
集
め
た
「
謙
虚
利
中
」、「
積
善
の
家
に
余
慶
あ
り
」
と
い

う
理
を
説
い
て
十
条
の
善
目
及
び
実
際
の
例
話
を
提
示
し
た
「
積
善
」、陰
徳
を
積
む

の
に
過
ち
を
改
め
る
必
要
性
を
強
調
す
る
「
改
過
」、と
い
っ
た
四
篇
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
。
袁
了
凡
が
子
の
天
啓
の
た
め
に
書
き
上
げ
た
「
家
訓
」
と
い
う
性
格

を
ち
な
が
ら
、
中
国
で
は
『
了
凡
四
訓
』
と
も
名
付
け
ら
れ
て
刊
行
さ
れ
、
最
後
の

部
分
に
、科
挙
の
学
を
説
い
た
楊
貞
復
の
「
決
科
要
語
」
及
び
「
雲
谷
禅
師
功
過
格
」

が
つ
い
て
く
る
の
は
お
決
ま
り
な
の
で
あ
る
が
、『
小
学
修
身
書
』
は
『
和
語
陰
騭

録
』
本
文
の
部
分
の
み
を
採
用
し
、初
等
科
之
部
巻
一
の
「
教
師
須
知
七
則
」
に
は
、

児
童
に
対
し
て
「
成
る
べ
く
編
中
の
語
を
引
証
し
て
、
是
を
称
し
、
非
を
戒
め
」

（
一
八
）、
善
を
進
ま
せ
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
明
治
一
六
、
一
七
（
一
八
八
三
―
一
八
八
四
）
年
文
部
省
編
纂
『
小
学

修
身
書
』
と
手
元
の
『
和
語
陰
隲
録
』
と
を
対
照
さ
せ
て
、
引
用
部
分
を
ま
と
め
て

お
く
。

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、『
和
語
陰
隲
録
』「
積
善
」
の
篇
に
は
、
第
一
に
人
と

善
を
為
す
、
第
二
に
愛
敬
心
を
存
す
、
第
三
に
人
の
美
を
成
す
、
第
四
に
人
に
善
を

為
す
を
勧
む
、
第
五
に
人
の
危
急
を
救
う
、
第
六
に
大
利
を
興
建
す
、
第
七
に
財
を

捨
て
福
を
作
す
、
第
八
に
正
法
を
護
持
す
、
第
九
に
尊
長
を
敬
重
す
、
第
十
に
物
命

を
愛
惜
す
と
善
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
が
最
も
多
く
引
用
さ
れ
て
い

る
。
順
番
で
言
え
ば
、

①
国
に
て
は
主
君
。
家
に
て
は
父
兄
を
は
じ
め
と
し
。
位
高
き
人
。
道
徳
の
尊
き
人
。

学
識
の
優
れ
た
る
人
。
年
老
い
た
る
人
を
ば
。
み
な
〳
〵
あ
が
め
う
や
ま
ふ
や
う
に
。

心
が
く
べ
し
。（
初
等
科
之
部
卷
一
・
第
四
章⑲
）

（
表
一
）

小
学
修
身
書

『
陰
隲
録
』
か
ら
の
引
用

初
等
科
之
部

巻
一
第
四
章

積
善
・
敬
重
尊
長

巻
一
第
十
章

改
過
・
有
從
理
上
改
過
者

巻
二
第
一
章

積
善
・
敬
重
尊
長

巻
五
第
三
章

謙
虚
利
中
・
鬼
神
害
盈
而
福
謙

中
等
科
之
部

巻
四
第
三
章

改
過
・
有
從
理
上
改
過
者

巻
四
第
五
章

改
過
・
要
発
恥
心
、
要
発
畏
心

巻
五
第
三
章

積
善
・
救
人
危
急

巻
五
第
五
章

積
善
・
与
人
為
善
、
勧
人
為
善
、
成
人
之
美

巻
六
第
三
章

積
善
・
興
建
大
利
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②
身
を
以
て
事
ふ
る
に
も
。
言
を
以
て
慰
む
る
に
も
。
少
し
に
て
も
。
父
母
の
心
に

さ
は
ら
ぬ
よ
う
に
。
心
が
く
べ
し
。
…
﹇
中
略
﹈
…
父
母
の
喜
び
給
ふ
が
。
嬉
し
く

楽
し
み
に
な
る
も
の
な
り
。（
初
等
科
之
部
巻
二
・
第
一
章⑳
）

『
和
語
陰
隲
録
』「
積
善
」
の
篇
に
善
の
十
条
の
「
第
九
に
尊
長
を
敬
重
す
」、原
漢

文
「
何
謂
敬
重
尊
長
。
家
之
父
兄
國
之
君
長
。
與
凡
年
高
德
高
位
高
識
高
者
。
皆
當

加
意
奉
持
」
に
対
す
る
和
解
で
あ
る
。
師
恩
・
父
母
に
対
し
て
忠
孝
で
あ
る
べ
き
こ

と
に
関
わ
る
内
容
が
ま
ず
み
ら
れ
る
。

③
怒
り
を
い
ま
し
む
る
のマ

マ

道
理
を
い
は
ゞ
。
凡
そ
怒
り
に
つ
き
て
。
愚
に
し
て
怒
り
。

…
﹇
中
略
﹈
…
反
て
ふ
び
ん
な
る
こ
と
に
思
ふ
べ
き
な
り
。（
初
等
科
之
部
卷
一
・
第
十

章㉑
）「

改
過
」
の
篇
「
有
從
事
上
改
過
者
。
有
從
理
上
改
過
者
。
有
從
心
上
改
過
者
」
の

第
二
「
理
を
以
て
改
る
」
の
和
解
が
引
用
さ
れ
、
学
問
を
す
る
人
は
、
怒
り
を
戒
め

る
べ
き
、
人
に
対
す
る
是
非
を
争
う
も
の
で
は
な
い
と
説
い
て
い
る
。

④
種
々
ノ
誹
謗
ニ
遭
ハ
ゞ
。
則
チ
喜
ビ
テ
思
フ
ベ
シ
。
…
﹇
中
略
﹈
…
道
理
ヲ
明
ム

ル
程
ナ
ラ
バ
。
過
チ
ハ
自
然
ニ
改
マ
ル
ベ
キ
ナ
リ
。（
中
等
科
之
部
巻
四
・
第
三
章㉒
）

こ
の
部
分
は
「
理
を
以
て
改
る
」
の
次
の
内
容
を
引
用
し
て
い
る
。「
則
誹
謗
之

來
。
皆
磨
煉
玉
成
之
地
。
我
將
歡
然
受
賜
。
何
怒
之
有
。
…
﹇
中
略
﹈
…
其
餘
種
種

過
惡
。
皆
當
據
理
思
之
。
此
理
既
明
。
過
將
自
止
」
の
文
の
和
解
で
あ
り
、
さ
ら
に

君
子
の
「
慎
独
」
を
深
く
解
説
し
て
い
る
。

⑤
「
凡
そ
学
問
の
上
に
て
も
。
又
世
間
の
才
智
藝
能
の
業
に
て
も
。
上
を
仰
げ
ば
。

限
り
な
き
も
の
な
り
。
…
﹇
中
略
﹈
…
然
れ
ば
不
徳
凶
愚
の
身
と
し
て
。
有
徳
の
人

を
侮
る
は
。
豈
大
な
る
無
礼
な
る
こ
と
に
あ
ら
ず
や
。（
初
等
科
之
部
巻
五
・
第
三
章㉓
）

『
和
語
陰
隲
録
』「
謙
虚
利
中
」
の
篇
に
よ
り
、
原
漢
文
「
易
曰
。
天
道
虧
盈
而
益

謙
。
地
道
變
盈
而
流
謙
。
鬼
神
害
盈
而
福
謙
。
人
道
惡
盈
而
好
謙
」
の
「
鬼
神
害
盈

而
福
謙
」
に
対
す
る
和
解
を
引
用
し
、
学
問
や
「
世
間
の
才
智
藝
能
の
業
」
に
従
事

す
る
も
の
は
、
高
慢
に
な
れ
ば
徳
に
背
け
た
「
凶
人
」
で
あ
り
、
謙
虚
な
人
は
「
有

徳
の
人
」
と
提
唱
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
『
和
語
陰
隲
録
』
に
お
い
て
、

こ
の
段
に
「
鬼
神
と
は
神
明
の
事
也
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、『
小
学
修
身
書
』
に

は
こ
れ
に
つ
い
て
は
引
用
せ
ず
に
回
避
し
て
い
る
。

⑥
凡
そ
古
ノ
聖
人
賢
人
君
子
ト
云
フ
モ
…
﹇
中
略
﹈
…
過
チ
ヲ
改
メ
シ
ト
ス
ル
人
ハ
。

此
語
ヲ
最
初
ニ
明
メ
テ
。
先
ツ
恥
ヂ
ノ
一
字
ヲ
。
深
ク
思
惟
ス
ベ
キ
コ
ト
ナ
リ
。（
中

等
科
之
部
巻
四
・
第
五
章㉔
）

こ
の
二
節
は
、「
改
過
」
の
篇
に
「
第
一
要
発
恥
心
」
の
以
下
よ
り
、「
孟
子
曰
恥

之
於
人
大
矣
。
以
其
得
之
則
聖
賢
。
失
之
則
禽
獸
耳
」
の
文
に
つ
い
て
の
解
釈
を
引

用
し
、
過
ち
を
改
め
る
に
は
、
ま
ず
「
恥
」
か
ら
考
え
る
べ
き
、「
恥
」
を
改
過
の
機

と
し
て
強
調
し
て
い
る
。

⑦
「
畏
ル
ヽ
意
。
專
一
ナ
レ
バ
。
恥
ヂ
ノ
一
字
を
失
ハ
ズ
。
…
﹇
中
略
﹈
…
見
ユ
ル

者
ナ
レ
バ
。
如
何
程
言
ヒ
ク
ロ
メ
。
飾
リ
テ
モ
。
一
文
ニ
値
ラ
ズ
ト
ナ
リ
。（
中
等
科

之
部
巻
四
・
第
五
章㉕
）

続
い
て
こ
の
節
は
、「
第
二
要
発
畏
心
」
よ
り
、
畏
れ
と
恥
の
関
係
性
か
ら
、
畏
れ

る
の
意
に
専
一
に
な
れ
ば
、「
恥
」
の
心
は
失
う
こ
と
は
な
い
と
、
君
子
の
礼
儀
廉
恥

を
知
る
道
を
説
い
て
い
る
。

⑧
人
ヲ
救
フ
ト
ハ
。
人
丿
難
儀
ヲ
救
フ
コ
ト
ナ
リ
。
…
﹇
中
略
﹈
…
救
ヒ
助
ク
ベ
シ
。

（
中
等
科
之
部
巻
五
・
第
三
章㉖
）

「
積
善
」
の
篇
の
「
第
五
に
人
の
危
急
を
救
う
」
よ
り
引
用
し
て
、人
の
難
儀
を
救

う
に
は
、
ま
ず
精
神
的
な
苦
痛
に
迫
ら
れ
る
人
に
、
言
葉
を
以
っ
て
慰
め
、
そ
の
人

の
心
の
苦
し
み
を
解
消
し
た
上
で
、
種
々
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
身
を
入
れ
て
救
い
助

け
る
べ
き
だ
と
説
い
て
い
る
。

⑨
凡
ソ
人
ト
共
ニ
。
世
ニ
処
シ
テ
。
善
事
ニ
志
ス
者
ハ
。
…
﹇
中
略
﹈
…
取
リ
ハ
ヤ

ス
ヤ
ウ
ニ
ス
ベ
シ
。

　

人
ノ
世
渡
ル
業
ニ
付
キ
テ
。
始
メ
ヨ
リ
貧
賤
ナ
ル
者
ハ
。
…
﹇
中
略
﹈
…
発
得
セ

シ
ム
ベ
キ
コ
ト
ナ
リ
。
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夫
レ
玉
ハ
。
琢
カ
ザ
レ
バ
。
石
瓦
モ
同
然
ナ
リ
。
…
﹇
中
略
﹈
…
福
寿
ヲ
得
セ
シ

ム
ル
ナ
リ
。（
中
等
科
之
部
巻
五
・
第
五
章㉗
）

こ
の
章
は
全
章
と
も
「
積
善
」
の
篇
を
引
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
分
量
と
し

て
最
も
多
い
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
順
番
で
言
え
ば
、『
和
語
陰
隲
録
』
の

「
第
一
に
人
と
善
を
為
す
」、「
第
四
に
人
に
善
を
為
す
を
勧
む
」、「
第
三
に
人
の
美
を

成
す
」
の
和
解
よ
り
三
節
に
な
し
て
い
る
。
ま
た
次
の
中
等
科
之
部
巻
五
・
第
六
章

は
、
陰
徳
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
中
心
に
し
て
解
説
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
に
は
貝
原
益
軒
著
『
大
和
和
訓
』
巻
之
三
「
心
術
上
」
と
藤
井
懶
斎
著
『
大
和
為

善
録
』
を
引
用
し
て
、
直
接
『
陰
隲
録
』
か
ら
は
採
用
し
て
い
な
い
と
い
え
ど
も
、

『
大
和
俗
訓
』
や
『
家
道
訓
』
は
陰
隲
文
を
は
じ
め
と
す
る
善
書
を
受
容
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
八
木
意
知
男
の
研
究
に
お
い
て
は
す
で
に
明
ら
か
で
あ
り㉘
、
ま
た
藤
井
懶

斎
の
著
作
『
大
和
為
善
録
』
即
ち
『
和
漢
陰
隲
伝
』（
和
漢
陰
隲
人
物
伝
）、『
陰
隲
録
』

を
強
く
意
識
し
て
和
漢
の
善
人
・
悪
人
に
関
す
る
例
話
を
ま
と
め
た
書
で
あ
り
、
い

ず
れ
も
陰
隲
録
と
共
通
的
道
徳
観
念
を
持
っ
た
書
物
と
い
え
よ
う
。
勧
善
の
文
脈
と

し
て
は
一
貫
し
た
よ
う
に
み
え
る
。

⑩
大
利
ヲ
興
建
ス
ル
コ
ト
ハ
。
大
キ
ク
言
ヘ
バ
。
国
或
ハ
郡
。
…
﹇
中
略
﹈
…
ユ
メ

〳
〵
疑
ヒ
怠
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。（
中
等
科
之
部
巻
六
・
第
三
章㉙
）

最
後
の
引
用
は
「
積
善
」
の
篇
、「
第
六
に
大
利
を
興
建
す
」
よ
り
、『
陰
隲
』
文

に
も
み
ら
れ
る
道
路
や
橋
を
修
理
す
る
、
往
来
の
人
に
便
利
を
提
供
す
る
な
ど
の
社

会
的
貢
献
を
提
唱
す
る
内
容
で
あ
る
。
中
等
科
の
終
巻
で
あ
る
巻
六
は
国
家
・
社
会

に
お
け
る
道
徳
内
容
を
説
い
た
内
容
で
、
こ
の
部
分
を
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
か
ら
み
る
と
、『
和
語
陰
隲
録
』
か
ら
の
引
用
は
、
主
に
忠
孝
・
改
過
・
積

善
・
慎
独
・
学
問
・
福
祉
な
ど
の
面
に
お
い
て
、「
立
命
之
学
」
や
例
話
を
除
き
、「
謙

虚
利
中
」「
積
善
」「
改
過
」
の
三
篇
よ
り
取
捨
選
択
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
個
人
の
運
命
は
善
行
に
よ
っ
て
改
変
で
き
る
と
い
う
善
書
の
中
核
で

あ
る
陰
隲
思
想
と
い
う
よ
り
、
善
書
に
挙
げ
ら
れ
た
福
善
禍
淫
の
道
徳
項
目
を
重
視

す
る
と
い
う
受
容
の
仕
方
に
つ
い
て
、
実
は
自
分
が
幸
せ
か
不
幸
せ
か
は
天
命
に
任

せ
る
、「
改
命
」
よ
り
「
定
命
」
に
重
点
を
置
く
貝
原
益
軒
と
も
同
様
で
あ
る
。
こ
う

し
て
、『
和
語
陰
隲
録
』
は
旧
来
に
提
唱
さ
れ
た
道
徳
を
転
換
期
に
定
着
さ
せ
る
方
向

で
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

さ
ら
に
、『
小
学
修
身
書
』
に
は
、
文
部
省
の
教
育
方
針
に
基
づ
い
て
、
北
畠
親
房

『
神
皇
正
統
記
』、
会
沢
正
志
斎
『
迪
彝
篇
』『
閑
聖
漫
録
』、
徳
川
斉
昭
『
告
志
篇
』、

安
積
艮
斎
『
艮
斎
閑
話
』
な
ど
、
天
皇
の
万
世
一
系
及
び
臣
民
と
し
て
の
忠
孝
を
説

く
言
説
も
引
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、『
和
語
陰
隲
録
』
は
儒
教
主
義
教
育
の
好
材
料

と
見
做
さ
れ
、
明
治
一
〇
年
代
か
ら
『
小
学
修
身
書
』
に
お
い
て
は
、「
国
体
」
と

「
尊
王
愛
国
」
を
核
心
と
す
る
教
育
内
容
に
一
時
に
融
合
さ
せ
て
い
る
と
も
言
え
よ

う
。

明
治
中
期
以
降
の
『
陰
隲
録
』
刊
行

し
か
し
な
が
ら
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
教
育
勅
語
の
渙
発
に
よ
っ
て
、「
尊

王
愛
国
」
の
教
育
核
心
は
よ
り
一
層
固
め
ら
れ
、
日
本
の
修
身
教
科
書
に
検
定
制
度

が
導
入
さ
れ
、
教
科
書
の
種
類
は
次
第
に
減
少
し
、
や
が
て
国
定
教
科
書
を
制
定
す

る
方
向
へ
定
着
し
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
文
部
省
小
学
修
身
書
以
降
の
修
身
教
科
書

に
は
『
陰
隲
録
』
の
引
用
は
み
ら
れ
な
く
な
る
。
一
方
、
一
般
社
会
に
お
い
て
は
、

明
治
二
〇
年
代
以
降
で
も
『
陰
隲
録
』
を
刊
行
し
続
け
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
明
治

か
ら
昭
和
ま
で
の
主
な
版
本
を
整
理
し
て
、
明
治
期
の
出
版
に
絞
っ
て
考
察
す
る
。
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（
表
二
）刊

行
年

書
名

編
纂
者
・
刊
行
元

主
な
内
容
構
成

決
科

要
語

功
過

格

①
明
治
二
五
和
語
陰
隲
録
大
意

東
京
深
川　

西
光

寺
蔵
版
・
端
山
海

定
（
非
売
品
）

大
意
、
附　

和
語
功

過
自
知
録
大
意
、
印

施
趣
意
、
円
光
大
師

御
報
法
語

×

◯

②
明
治
二
五
蘇
生
陰
騭
録 

附 

功

過
自
知
録
大
意

中
西
虎
之
助
翻
刻

出
版
（
非
売
品
）

陰
隲
文
、
和
語
功
過

自
知
録
大
意

×

◯

③
明
治
二
六
和
語
陰
隲
録

細
野
長
吉
翻
刻
出

版
（
非
売
品
）

四
章
構
成
（
翻
刻
）、

陰
隲
文

◯

◯

④
明
治
二
六
陰
隲
録

田
口
孝
太
郎
・
日

本
国
教
大
道
社

四
章
構
成
（
漢
文
訓

点
）

◯

◯

⑤
明
治
二
九
袁
氏
家
訓　

訳
陰

隲
録

川
合
清
丸
・
日
本

国
教
大
道
社

四
章
構
成
（
和
訳
）
◯

◯

⑥
明
治
三
四
倭
訳　

陰
隲
録

福
島
忠
次
・
三
大

寺
専
治
（
非
売
品
）「
立
命
の
学
」一
章
の

み
、
陰
隲
文

×

×

⑦
大
正
七

陰
隲
録

岡
三
慶
・
塩
沢
健

四
章
構
成
（
漢
文
＋

解
釈
）、大
村
西
崖
跋
◯

◯

⑧
昭
和
五

陰
隲
録

梅
沢
俊
治
・
桂
明

舎

四
章
構
成
（
現
代
語

意
訳
）

×

×

⑨
昭
和
一
〇
改
修　

和
語
陰
隲

録

泥
谷
良
次
郎
・
四

方
文
吉

五
章
構
成
、大
意
、研

究
考
察
有
り

×

◯

⑩
昭
和
一
一
陰
隲
録

杉
浦
平
八
・
桂
陰

会

四
章
構
成
（
翻
刻
）
×

◯

⑪
昭
和
二
一
陰
隲
録
の
研
究

西
澤
嘉
朗
・
八
雲

書
店

四
章
構
成
、
安
岡
序

及
び
研
究
考
察
は
削

除
さ
れ
る

×

◯

⑫
昭
和
三
一
東
洋
庶
民
道
徳
―

了
凡
四
訓
の
研
究

西
澤
嘉
朗
・
明
徳

出
版
社

四
章
構
成
、
安
岡
序

及
び
研
究
考
察
は
削

除
さ
れ
る

×

◯

⑬
昭
和
四
五
陰
隲
録

石
川
梅
次
郎
・
明

徳
出
版
社

四
章
構
成
（
底
本
は

川
合
版
）、
解
説

◯

◯

⑭
昭
和
五
三
運
命
と
立
命
―
陰

隲
録
の
研
究

安
岡
正
篤
・
関
西

師
友
協
会

四
章
構
成（
講
話
集
）
×

×

以
上
か
ら
見
る
と
、『
和
語
陰
隲
録
』
は
明
治
一
〇
年
代
に
学
校
の
修
身
教
科
書
と

し
て
使
わ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
明
治
二
〇
年
代
以
降
は
一
般
人
の
読
み
物
と
し
て
現

代
ま
で
伝
承
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。ち
な
み
に
平
成
の
今
日
に
至
っ
て
も
、

現
代
語
訳
『
和
語
陰
隲
録㉚
』
や
、
児
童
教
育
の
視
点
か
ら
出
さ
れ
た
『
こ
ど
も
た
ち

へ 

積
善
と
陰
徳
の
す
す
め 

和
語
陰
隲
録
意
訳㉛
』
な
ど
の
版
本
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
各
版
本
の
構
成
を
比
較
し
て
み
れ
ば
、
基
本
的
に
四
章
構
成
で
あ
り
、
時
代
の

変
遷
に
つ
れ
て
編
集
者
の
意
図
に
よ
っ
て
は
楊
貞
復
の
「
決
科
要
語
」
と
「
雲
谷
禅

師
功
過
格
」
と
い
っ
た
「
付
録
」
は
削
除
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
袁
了
凡
の
本

文
が
よ
り
重
視
さ
れ
て
い
だ
と
考
え
ら
れ
る32
。

『
陰
隲
録
』
の
よ
う
な
善
書
は
、
一
般
の
教
訓
書
と
異
な
り
、
善
を
勧
め
る
書
を
配

布
す
る
こ
と
自
体
が
善
行
の
一
種
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
を
明
確
に
掲
げ
た
ゆ
え
、
江

戸
時
代
に
お
け
る
流
布
形
態
と
し
て
、
基
本
的
に
は
寺
院
や
個
人
の
信
心
に
よ
る
無

料
の
印
施
本
で
あ
る
。
明
治
に
入
る
と
、
一
時
期
に
非
売
品
と
商
業
出
版
が
並
行
す

る
出
版
形
態
が
み
ら
れ
る
。

例
え
ば
①
と
②
の
同
じ
明
治
二
五
年
の
大
意
と
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
流
通
し
て

い
た
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
本
で
あ
る
。『
和
語
功
過
自
知
録
』
は
明
僧
の
株
宏
が
著
し
た

『
自
知
録
』
と
い
う
功
過
格
の
和
解
で
あ
り
、『
陰
隲
録
』
と
「
鳥
の
両
翼
、
車
の
両

輪
の
如
き
も
の33
」
と
し
て
認
識
さ
れ
、
安
永
・
寛
政
・
文
化
年
間
に
お
い
て
幾
度
も

再
刻
さ
れ
、
広
く
刊
行
さ
れ
た
。
②
は
京
都
の
印
刷
屋
中
西
虎
之
助34
の
翻
刻
で
、『
蘇

生
陰
隲
録
』
の
書
名
で
あ
り
な
が
ら
実
際
の
内
容
は
『
陰
隲
録
』
で
は
な
く
、『
文
昌

帝
君
陰
隲
文
』
と
い
う
善
書
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
楊
貞
復
の
決
科
要
語
は
載
せ
て

な
い
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
袁
了
凡
は
陰
隲
文
の
者
と
さ
れ
る
、
ま
た
は
陰
隲
文

と
陰
騭
録
を
合
刻
す
る
よ
う
に
、
書
名
が
似
通
っ
た
、
同
じ
性
格
の
両
書
は
混
同
的

な
受
容
が
は
珍
し
く
な
い
こ
と
と
い
え
る
。
③
は
細
野
長
吉
個
人
の
蔵
版
で
、
無
名

上
人
の
和
解
の
翻
刻
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
陰
隲
文
も
合
刻
し
て

あ
る
。
⑥
も
福
島
忠
次
の
個
人
蔵
版
で
、「
陰
隲
録
由
来
」
及
び
『
陰
隲
録
』
の
中
、
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袁
了
凡
の
自
伝
「
立
命
の
学
」
の
一
章
の
み
を
和
訳
し
た
も
の
で
、
最
後
に
は
や
は

り
②
と
③
と
同
様
に
陰
隲
文
も
載
せ
て
あ
る
。
学
校
教
育
の
振
興
に
熱
心
で
あ
っ
た

滋
賀
の
文
化
人
で
あ
る
三
大
寺
専
治
に
よ
っ
て
刷
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
⑦
に

つ
い
て
、
大
正
期
の
出
版
で
は
あ
る
が
、
刊
行
者
の
塩
澤
健
及
び
大
村
西
崖
は
父
母

や
親
族
の
追
善
供
養
の
た
め
に
、明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
東
京
の
漢
学
者
岡
三
慶

に
よ
る
和
訳
を
出
版
頒
布
し
た
も
の
で
あ
る
。当
時
は
一
千
部
を
刊
行
し
た
こ
と
は
、

後
、大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
塩
澤
が
刊
行
し
た
『
陰
隲
文
』
の
識
語
か
ら
知
ら
れ

る
。以

上
の
刊
行
は
、
出
版
の
意
図
で
い
え
ば
印
施
本
の
性
格
が
色
濃
く
、
前
近
代
の

も
の
と
大
差
が
見
ら
れ
な
い
と
い
え
る
。
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
明
治
二
〇
年
代
、

日
本
国
教
大
道
社
の
出
版
④
と
⑤
で
あ
る
。
先
に
出
さ
れ
た
④
田
口
孝
太
郎35
の
漢
文

訓
点
本
は
、
元
禄
版
と
同
様
に
莆
田
後
学
陳
昇
、
黄
幼
清
の
較
鋟
し
た
崇
禎
本
を
底

本
に
し
た
も
の
で
、
後
に
出
版
さ
れ
た
⑤
川
合
清
丸
版
は
安
永
版
を
参
考
に
し
た
よ

り
現
代
日
本
語
訳
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
印
施
で
は
な
く
商
業
販
売
と
し
て
の
目

的
で
、
前
者
は
定
価
金
一
八
銭
、
後
者
は
定
価
金
弐
拾
弐
銭
。
と
り
わ
け
川
合
訳
本

の
場
合
、
販
売
形
式
で
も
出
版
の
目
的
で
も
そ
れ
ま
で
の
前
近
代
の
印
施
本
と
異
な

り
、
近
代
出
版
の
版
本
と
し
て
興
味
深
い
と
考
え
ら
れ
る
。

川
合
清
丸
と
日
本
国
教
大
道
社
の
出
版

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
川
合
清
丸
『
袁
氏
家
訓　

訳
陰
隲
録
』
の
序
文
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

余
幼
年
の
時
。
好
み
て
讃
岐
の
無
名
老
人
が
口
授
せ
し
和
語
陰
隲
録
を
読
む
。
…

﹇
中
略
﹈
…
毎
夜
寝
に
就
く
のマ

マ

前
、必
ず
几
を
拂
ひ
て
巻
を
披
き
。
虚
心
に
し
て
そ
の

中
の
一
篇
を
朗
読
し
。
畢
り
に
枕
に
著
く
を
楽
み
た
り
き
。
既
に
長
じ
て
は
。
袁
了

凡
の
原
書
を
見
む
こ
と
を
欲
し
。
友
に
謀
り
て
。
心
に
掛
け
し
が
。
数
年
の
後
。
始

め
て
一
本
を
手
に
入
れ
ぬ
。
披
い
て
之
を
読
む
に
。
和
語
の
本
と
は
互
に
詳
略
あ
る

を
見
る
。
さ
れ
ば
一
に
原
書
の
精
神
を
訳
出
し
。
其
れ
に
和
語
の
深
切
を
も
補
ひ
加

へ
て
。
一
本
を
完
了
せ
ば
や
と
思
ひ
立
ち
。
暇
を
偸
み
て
一
篇
づ
ゝ
物
し
た
れ
ど
も
。

中
々
卒
業
の
期
は
見
え
ざ
り
け
り
。
今
年
の
夏
。
…
﹇
中
略
﹈
…
即
ち
此
の
訳
を
卒

業
し
て
。
生
き
返
り
し
児
を
始
め
、
二
人
の
女
に
も
、
一
本
づ
ゝ
を
写
し
與
て
、
父

が
幼
時
の
如
く
に
、
読
み
楽
し
め
な
ば
、
縦
ひ
俊
秀
と
は
な
ら
ず
と
も
、
必
ず
君
に

忠
に
、
親
に
孝
に
、
婦
に
良
に
、
夫
に
貞
に
な
る
良
民
と
な
り
て
。
人
と
生
ま
れ
し

幸
福
を
。
失
は
ざ
る
に
庶
幾
か
ち
む
か
と
て
。
…
﹇
略36
﹈

こ
の
自
序
に
よ
れ
ば
、本
書
は
川
合
清
丸
が
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
脱
稿
し
た
も
の
で
、
川
合
が
入
手
し
た
「
袁
了
凡
の
原
書
」
と
は
、
明
治

二
六
（
一
八
九
三
）
年
刊
行
さ
れ
た
田
口
孝
太
郎
の
漢
文
訓
点
本
だ
と
考
え
て
差
し
支

え
な
い
。

川
合
清
丸
（
一
八
四
六
〜
一
九
一
八
）
は
因
幡
（
鳥
取
県
）
の
神
官
の
子
、父
親
が
太

一
垣
神
社
の
神
職
で
あ
っ
た
の
で
、
幼
少
期
か
ら
神
道
を
学
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

「
神
宮
教
院
の
本
教
館
学
規
」
に
よ
れ
ば
、
上
等
第
四
級
修
身
科
四
月
卒
業
の
「
傍

科
」
に
「
隠マ

マ

隲
録
」「
功
過
格
拾
要
」
と
あ
り37
、
ま
た
、
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年

に
神
宮
教
院
の
教
導
職
と
し
て
活
動
し
た
宮
地
厳
夫38
に
つ
い
て
、
神
道
説
教
の
内
容

と
し
て
「
九
月　

陰
隲
録39
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
初
期
の
神
職
教
育
や
布

教
に
は
陰
隲
録
が
教
化
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ゆ
え
に
神
道

の
家
で
生
ま
れ
た
川
合
は
、「
幼
年
の
時
、
好
み
て
讃
岐
の
無
名
老
人
が
口
授
せ
し
和

語
陰
隲
録
を
読
む
」
と
、『
陰
隲
録
』
に
早
い
段
階
か
ら
接
し
て
お
り
、
愛
読
に
至
る

の
は
ご
く
自
然
な
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
川
合
は
「
明
治
二
〇
年
前
後
ヨ
リ
国
家
ノ
現
状
ヲ
憂
ヒ
。
時
代
ノ
趨
ヲ
慨

キ
。
之
ヲ
匡
救
セ
ム
ト40
」、明
治
二
一
年
（
一
八
八
九
）
日
本
国
教
大
道
社
を
創
立
し
、

月
刊
「
日
本
国
教
大
道
叢
誌
」
を
発
行
し
た
。

国
教
ハ
国
の
精
神
ナ
リ
。
我
国
ノ
精
神
ハ
神
儒
仏
ノ
三
道
ナ
リ
合
シ
テ
大
道
ト
謂



一
八
一

『
陰
隲
録
』
の
近
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に
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け
る
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ウ
。
君
ニ
忠
シ
国
ヲ
愛
ス
ル
ハ
神
道
ヨ
リ
善
キ
ハ
無
シ
。
世
道
ヲ
経
綸
ス
ル
ハ
儒
道

ヨ
リ
善
キ
ハ
無
シ
。
煩
悩
ヲ
解
脱
ス
ル
ハ
仏
道
ヨ
リ
善
キ
ハ
無
シ
。
昔
先
王
此
三
道

ヲ
調
和
シ
テ
以
テ
国
教
ト
定
メ
玉
フ
ヤ
久
シ41
。

神
儒
仏
三
道
を
一
丸
に
し
た
国
教
を
理
想
と
し
た
川
合
は
、
明
治
二
四
―
明
治

四
〇
（
一
八
九
一
―
一
九
〇
七
）
年
の
間
に
、『
福
徳
自
在
』 『
無
病
長
生
法　

僊
家
秘

訣
』『
神
仏
耶
蘇
三
教
裁
判
』『
宗
教
道
徳
の
必
用
』『
天
理
教
論
』『
日
本
庭
訓
』『
大

和
魂
』『
建
国
之
大
本
』『
大
和
魂
』
な
ど
、
宗
教
道
徳
や
日
本
精
神
に
関
す
る
著
論

を
多
数
出
版
す
る
。
神
儒
仏
を
融
合
統
一
す
る
「
尊
王
愛
国
主
義
」
を
唱
え
る
。

川
合
は
国
学
者
で
あ
る
以
上
、
儒
教
本
位
の
道
徳
教
育
へ
の
強
い
関
心
を
示
し
て

い
る
。
明
治
二
〇
年
代
前
後
自
由
民
権
運
動
の
高
揚
や
国
会
開
設
な
ど
の
社
会
動
向

を
背
景
に
し
、
な
に
よ
り
、「
国
体
を
破
壊
し
、
国
家
を
蹂
躙
す
る
の
現
象
を
呈
し
」

た
明
治
初
期
の
教
育
現
状
に
対
し
て
不
満
が
噴
出
し
、「
西
洋
の
学
問
に
心
酔
し
て
国

家
概
念
を
忘
却
す
る
こ
と
を
慨
し
」
た
。
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
「
興
学
論
」、

明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
「
教
育
本
論
」、
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
「
道
徳
興
起

論
」、
二
七
（
一
八
九
四
）
年
「
道
徳

復
論
」「
儒
道

復
論
」
を
発
表
し
、「
儒
道

の
衰
頽
し
た
来
由
を
説
き
、
之
を

復
す
る
道
は
、
仁
義
道
徳
を
基
礎
と
す
る
学
校

を
興
し
て
、
以
て
仁
義
道
徳
の
人
を
造
る
に
在
り42
」
と
し
て
、
後
に
大
道
学
館
を
創

設
す
る
動
機
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
今
日
の
日
本
は
「
儒
道
を
以
て
全
く
社
会
を

組
織
す
る
に
い
た43
」
り
、
儒
道
は
「
国
教
の
実
あ
り44
」
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し

「
神
道
は
我
が
国
の
柱
石
な
り
、
儒
道
は
我
が
国
の
棟
梁
な
り
、
佛
道
は
我
が
国
の
屋

壁
な
り45
」、
儒
道
は
川
合
に
と
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
国
家
の
基
盤
で
あ
る
神
道
を
補
助

す
る
国
民
教
化
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
。

『
陰
隲
録
』
に
つ
い
て
、
本
篇
は
『
大
道
叢
誌
』
に
掲
載
さ
れ
ず
、
最
初
よ
り
単
行

本
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
。
川
合
は
刊
行
す
る
初
心
と
し
て
、
自
分
の
児
女
に
写
し

与
え
て
「
必
ず
君
に
忠
に
、
親
に
孝
に
、
婦
に
良
に
、
夫
に
貞
に
な
る
良
民
と
な
」

る
と
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
の
教
育
勅
語
に
語
ら
れ
た
「
我
カ
臣
民
、
克
ク
忠

ニ
克
ク
孝
ニ
、
億
兆
心
ヲ
一
ニ
シ
テ
、
世
世
厥
ノ
美
ヲ
濟
セ
ル
ハ
、
此
レ
我
カ
國
體

ノ
精
華
ニ
シ
テ
、
敎
育
ノ
淵
源
亦
實
ニ
此
ニ
存
ス46
」
と
い
う
と
こ
ろ
を
裏
付
け
る
形

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

「
国
家
教
育
」
の
定
義
と
し
て
、
川
合
は
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
に
書
き
上
げ

た
「
教
育
本
論
」
に
は
、「
国
民
は
、
国
家
の
上
に
生
ま
れ
て
、
安
寧
幸
福
を
国
家
に

取
る
の
み
な
ら
ず
、
其
の
身
は
即
ち
国
家
の
一
分
子
な
れ
ば
、
須
く
国
家
の
性
情
に

適
し
、
国
家
の
体
格
に
合
す
る
様
に
養
成
し
て
、
以
て
其
の
性
情
体
格
を
疎
通
発
達

せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず47
」
と
述
べ
て
い
る
が
、川
合
が
考
え
た
国
民
国
家
の
「
国
民
」

は
、間
違
い
な
く
天
皇
制
国
家
の
「
臣
民
」
で
あ
る
。『
陰
隲
録
』
の
福
善
禍
淫
の
説

は
、
こ
う
い
っ
た
天
皇
万
世
一
系
の
国
家
の
性
情
体
格
に
適
す
る
「
忠
良
の
臣
民
」

を
養
成
す
る
と
い
う
川
合
の
教
育
主
旨
に
合
致
す
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
陰
隲
録
巻
末
の
「
大
道
社
書
籍
販
売
広
告
」
に
は
、
前
年
に
出
版
さ
れ
た

田
口
孝
太
郎
漢
文
訓
点
の
『
陰
隲
録
』
の
情
報
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
も
合

わ
せ
て
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

今
日
に
当
り
、
我
が
社
が
尤
も
先
づ
大
声
疾
呼
し
て
、
天
下
の
志
士
に
勧
む
る
所

の
も
の
は
実
践
躬
行
な
り
、
既
に
実
践
躬
行
の
諸
般
の
事
業
の
基
礎
た
る
に
気
付
か

ば
、
必
ず
此
の
書
の
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
を
知
ら
む
。
蓋
し
聖
賢
の
地
位
は
一
躍
し
て

到
り
難
し
、
先
づ
禍
福
の
説
よ
り
入
り
、
純
熟
し
て
飢
食
渇
飲
の
已
め
む
と
欲
し
て

能
は
ざ
る
が
如
き
に
至
る
は
下
学
し
て
上
達
す
る
の
事
な
り
。
袁
氏
没
後
百
余
年
に

し
て
功
過
格
は
盛
に
世
に
行
は
れ
世
の
善
に
志
す
も
の
袁
氏
に
効
法
す
る
を
知
ら
ざ

る
な
し
。
此
の
書
の
価
値
固
よ
り
多
言
を
要
せ
ざ
る
な
り
、
但
旧
本
句
読
誤
謬
甚
し

く
殆
と
読
む
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
我
が
社
が
訂
正
し
て
之
を
天
下
の
志
士
に
紹

介
す
る
所
以
な
り48
。

つ
ま
り
、
天
下
志
士
が
善
行
を
「
実
践
躬
行
」
す
る
指
南
の
よ
う
な
も
の
と
し
て

『
陰
隲
録
』を
提
唱
し
た
わ
け
で
あ
る
。
田
口
版
の
主
要
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
小
学
校
の
童

蒙
と
い
う
よ
り
、
社
会
一
般
民
衆
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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ち
な
み
に
こ
の
広
告
に
お
い
て
、
田
口
本
は
「
正
価
金
一
八
銭
、
原
価
一
五
銭
、

郵
税
二
銭
」
と
さ
れ
る
が
、「
日
本
国
教
大
道
社
規
則
」
第
十
二
条
に
は
、「
本
社
ハ

漸
次
神
儒
仏
其
他
道
学
ノ
正
義
ヲ
講
述
セ
ル
書
籍
ヲ
出
版
賛
成
員
ニ
ハ
原
価
ニ
テ
需

ニ
応
ズ49
」
と
あ
り
、
印
施
本
と
商
業
出
版
の
折
り
合
い
に
あ
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
川
合
清
丸
の
訳
本
は
広
く
普
及
す
る
よ
う
に
な
り
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）

年
京
都
の
醤
油
屋
井
口
新
之
助
は
、亡
父
（
近
江
屋
事
件
の
際
の
当
主
井
口
新
助
）
追
善

の
た
め
に
、
川
合
訳
本
を
印
施
し
た
こ
と
が
挙
げ
れ
る
。
ま
た
昭
和
八
（
一
九
三
三
）

年
福
井
発
心
寺
住
職
原
田
祖
岳
の
『
道
華
集
』（
正
信
同
愛
会
）
に
お
い
て
、
そ
れ
を

一
部
抜
粋
し
て
冠
注
し
た50
。
ま
た
、
明
治
以
降
の
『
陰
隲
録
』
編
集
者
ら
の
ほ
と
ん

ど
は
川
合
訳
本
を
見
て
お
り
、『
陰
隲
録
』
刊
行
の
前
史
と
し
て
川
合
訳
本
を
高
く
称

賛
し
て
い
る
。

終
わ
り
に

以
上
は
『
陰
隲
録
』
の
明
治
期
に
お
け
る
展
開
に
注
目
し
て
述
べ
て
き
た
。
国
民

教
育
の
根
本
精
神
が
重
要
な
問
題
と
し
て
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
近
代
道
徳
教

育
の
成
立
期
に
、『
陰
隲
録
』
は
一
時
的
に
文
部
省
に
修
身
教
科
書
と
し
て
採
用
さ

れ
、
新
し
い
国
民
教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
な
し
な

が
ら
、『
小
学
修
身
書
』
に
お
い
て
『
陰
隲
録
』
は
、「
修
身
」
と
い
っ
た
前
近
代
の

教
訓
書
を
見
る
視
点
を
継
承
し
な
が
ら
取
捨
選
択
さ
れ
て
、
道
徳
教
育
が
大
き
な
転

換
が
生
じ
た
時
期
に
「
欧
化
主
義
」
へ
の
対
抗
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
道
徳
教
育
の
核
心
を
万
世
一
系
の
天
皇
の
統
治
す
る
国
体
に
お
け
る
尊
王
愛

国
に
お
こ
う
と
し
て
、
善
書
の
中
核
で
あ
る
陰
隲
思
想
や
例
話
が
重
視
さ
れ
ず
、
儒

教
主
義
へ
の
回
帰
と
い
う
観
点
で
既
存
の
道
徳
理
念
を
定
着
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た

他
は
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
明
治
中
期
に
入
る
と
、
大
き
く
変
わ
る
近
代
社
会
の
情
勢
に
左

右
さ
れ
な
が
ら
、『
陰
隲
録
』
の
編
纂
や
刊
行
に
携
わ
る
者
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
に

よ
っ
て
は
、『
陰
隲
録
』
を
め
ぐ
る
一
連
の
問
題
は
単
に
教
化
テ
キ
ス
ト
上
の
問
題
に

と
ど
ま
ら
ず
、
新
た
な
日
本
「
国
民
」
の
主
体
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
思
想
的
動
向

な
ど
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
社
会
風
教
の
事
に
」
憤
慨
し
、「
今
日
の
澆

季
な
る
社
会
に
」
こ
の
書
を
「
一
服
の
清
涼
剤
」
と
し
て
紹
介
し
よ
う
と
、「
社
会
の

た
め
に
之
を
刊
行
し
て
施
本
」
す
る
漢
学
者
も
い
れ
ば51
、「
国
体
」「
国
教
」
へ
の
強

い
関
心
に
駆
ら
れ
た
川
合
清
丸
の
よ
う
な
国
家
主
義
者
も
い
る
。
川
合
ら
の
手
を
経

て
、
陰
隲
録
は
国
家
の
た
め
に
「
忠
良
の
臣
民
」
を
形
成
す
る
「
実
践
躬
行
」
と
し

て
、
社
会
一
般
に
お
い
て
再
版
を
重
ね
る
。
そ
の
福
善
禍
淫
の
理
は
や
が
て
教
化
思

想
と
し
て
神
仏
儒
三
教
合
一
の
「
国
教
」
に
編
入
し
、
か
つ
て
儒
教
主
義
の
道
徳
中

心
と
し
て
の
「
天
」
は
、
次
第
に
「
天
皇
」
に
す
り
替
え
ら
れ
、
大
正
期
以
降
に
は

忠
君
愛
国
の
日
本
精
神
の
高
揚
を
迎
え
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
課
題
を
解
明
す
る
に

は
、
さ
ら
に
大
正
・
昭
和
期
の
社
会
情
勢
及
び
陰
隲
録
を
め
ぐ
る
議
論
を
深
く
考
察

す
る
必
要
を
感
じ
つ
つ
、
ひ
と
ま
ず
明
治
期
の
展
開
を
考
察
し
、
問
題
提
起
を
し
て

小
稿
を
閉
じ
る
。

注①　
八
木
意
知
男
『
和
解
本
善
書
の
資
料
と
研
究
』（
京
都
女
子
大
学
、
二
〇
〇
七
年
）。

②　

肖
琨
「
善
書
的
日
本
化
進
程
―
以
心
学
感
応
篇
為
中
心
」（
王
琢
編
『「
他
者
認
識
」

与
日
語
教
育
・
日
本
学
研
究
』、
北
京
：
世
界
図
書
出
版
公
司
、
二
〇
一
五
年
）、「
善

書
与
庶
民
道
徳
倫
理
自
覚
―
以
二
木
長
嘯
的
「
講
席
日
志
」
為
中
心
―
」（
東
ア
ジ
ア

文
化
交
渉
学
会
第
九
回
大
会
、
北
京
外
国
語
大
学
、
二
〇
一
七
年
）

③　

池
田
市
史
編
纂
委
員
会
編
纂
『
池
田
市
史　

史
料
編
七
（
立
教
舎
心
学
関
係
資
料
）』

（
池
田
市
、
一
九
八
七
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

④　

山
中
浩
之
、山
本
紀
美
「
心
学
明
誠
舎
蔵
書
目
録
」（『
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研

究
年
報
』
九
、
二
〇
〇
八
年
）。

⑤　

酒
井
忠
夫
『
中
国
善
書
の
研
究
』（
初
版
：
弘
文
堂
、
一
九
六
〇
年
； 

増
補
版
：
国

書
刊
行
会
、
一
九
九
九
―
二
〇
〇
〇
年
）。
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⑥　

管
見
の
限
り
で
は
、
文
政
元
年
の
再
版
は
二
種
が
あ
り
、「
京
都　

勝
村
治
右
衛
門
、

須
原
屋
茂
兵
衛
、
同
伊
八
；
江
都　

山
城
屋
佐
兵
衛
、
岡
田
屋
嘉
七
、
大
坂　

秋
田
屋

太
右
衛
門
、
河
内
屋
新
治
郎
」
が
刊
行
し
た
版
本
に
は
安
永
六
年
跋
が
な
し
、「
京
都　

植
村
藤
右
衛
門
、
須
原
屋
茂
兵
衛
；
江
戸　

山
田
佐
助
、
赤
松
九
兵
衛
、
浪
華　

中
邨

源
兵
衛
、
田
中
太
右
衛
門
」
に
は
跋
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
文
政
三
年
『
和
語
陰
隲
文
絵

抄
』
の
広
告
が
載
せ
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
極
め
て
珍
し
い
の
で
、版
本
の
取

引
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
察
が
必
要
と
す
る
。

⑦　

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
所
蔵
。
公
文
録
・
明
治
六
年
・
第
四
十
九

巻
・
明
治
六
年
四
月
・
文
部
省
伺
目
録
（
布
達
二
十
三
通
）、
件
名
：
第
五
十
八
号
小

学
教
科
ノ
書
籍
目
録
ノ
条
。

⑧　

唐
澤
富
太
郎
『
教
科
書
の
歴
史
―
教
科
書
と
日
本
人
の
形
成
―
』（
創
文
社
、

一
九
五
六
年
）、
同
『
唐
澤
富
太
郎
著
作
集
』
全
一
〇
巻
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
九

―
一
九
九
二
年
）。

⑨　

海
後
宗
臣　

吉
田
熊
次
『
教
育
勅
語
渙
発
以
前
に
お
け
る
小
学
校
修
身
教
授
の
変

遷
』（
国
民
精
神
研
究
所
、
一
九
三
四
年
）、
同
『
教
育
勅
語
渙
発
以
後
に
お
け
る
小
学

校
修
身
教
授
の
変
遷
』（
国
民
精
神
研
究
所
、
一
九
三
五
年
）、
海
後
宗
臣
『
海
後
宗
臣

著
作
集
』
全
一
〇
巻
（
東
京
書
籍
、
一
九
八
一
年
）。

⑩　

衆
議
院
調
査
局　

教
育
制
度
に
関
す
る
研
究
会「
学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育
の
変
遷

と
課
題
」（『R

E
S

E
A

R
C

H
 B

U
R

E
A

U

論
究
』
第
一
〇
号
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

一
四
八
頁
。

⑪　
「
道
徳
教
材
の
一
〇
〇
年
」（『
教
育
研
究
シ
リ
ー
ズ
3　

東
京
教
育
研
究
所　

一
九
六
七
年
）、
前
掲
『
海
後
宗
臣
著
作
集　

第
六
巻　

社
会
科
・
道
徳
教
育
』
に
収

録
（
東
京
書
籍
、
一
九
八
一
年
）
六
四
六
頁
―
六
四
七
頁
。

⑫　

前
掲
海
後
宗
臣
『
海
後
宗
臣
著
作
集　

第
六
巻　

社
会
科
・
道
徳
教
育
』
六
四
七

頁
。

⑬　

高
橋
文
博
『
近
代
日
本
の
倫
理
思
想　

主
従
道
徳
と
国
家
』（
思
文
閣
、
二
〇
一
二

年
）
一
―
七
頁
。

⑭　

押
谷
由
夫
編
著
『
道
徳
性
形
成
・
徳
育
論
』（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
一
一

年
）
一
〇
八
―
一
〇
九
頁
。

⑮　

前
掲
高
橋
文
博
『
近
代
日
本
の
倫
理
思
想　

主
従
道
徳
と
国
家
』
一
四
頁
。

⑯　

宮
田
丈
夫
編
著
『
道
徳
教
育
資
料
集
成
一
』（
第
一
法
規
出
版
、一
九
五
九
年
）
一
一

―
一
四
頁
。

⑰　

前
掲
唐
澤
富
太
郎
『
教
科
書
の
歴
史
―
教
科
書
と
日
本
人
の
形
成
―
』
一
〇
七
頁
。

⑱　

以
下
『
小
学
修
身
書
』
に
つ
い
て
は
、前
掲
宮
田
丈
夫
編
著
『
道
徳
教
育
資
料
集
成

一
』
に
収
録
さ
れ
た
「
文
部
省
『
小
学
修
身
書
』」
に
準
ず
る
。

⑲　

同
前
、
一
五
八
頁
。

⑳　

同
前
、
一
五
九
頁
。

㉑　

同
前
、
一
六
四
頁
。

㉒　

同
前
、
一
六
一
頁
。

㉓　

同
前
、
二
一
四
頁
。

㉒　

同
前
、
一
八
二
―
一
八
三
頁
。

㉔　

同
前
、
二
一
五
頁
。

㉕　

同
前
、
二
一
五
―
二
一
六
頁
。

㉖　

同
前
、
二
二
二
頁
。

㉗　

同
前
、
二
二
三
―
二
二
四
頁
。

㉘　

前
掲
八
木
意
知
男
『
和
解
本
善
書
の
資
料
と
研
究
』
第
五
章
。

㉙　

前
掲
宮
田
丈
夫
編
著
『
道
徳
教
育
資
料
集
成
一
』
二
二
九
頁
。

㉚　

三
浦
尚
司
『
和
語
陰
隲
録
』（
梓
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）。

㉛　

三
浦
尚
司
『
こ
ど
も
た
ち
へ 

積
善
と
陰
徳
の
す
す
め 

和
語
陰
隲
録
意
訳
』（
梓
書

院
、
初
版
：
二
〇
一
一
年
；
改
訂
増
補
版
：
二
〇
一
七
年
）。

32　

功
過
格
に
つ
い
て
、陰
隲
録
本
文
と
は
別
ル
ー
ト
で
仏
教
界
で
の
受
容
が
展
開
さ
れ

て
い
た
た
め
、
改
め
て
別
稿
で
論
じ
た
い
の
で
今
回
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

33　

安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
『
和
語
陰
隲
録
』
凡
例
。

34　

中
西
虎
之
助
（
一
八
六
六
―
一
九
四
〇
）
は
日
本
に
お
け
る
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
の
開

拓
者
と
言
わ
れ
る
。
明
治
二
四
年
に
中
西
英
成
堂
を
立
ち
上
げ
て
独
立
印
刷
業
を
営

み
、明
治
二
五
年
に
石
版
印
刷
を
開
始
し
た
と
い
う
。
増
尾
信
之
『
中
西
虎
之
助 

： 

本

邦
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
の
開
拓
者
―
日
本
平
版
印
刷
発
達
史
―
』（
凸
版
印
刷
株
式
会
社
、

一
九
五
六
年
）
年
譜
、
三
五
四
頁
。

35　

川
合
孝
太
郎
（
一
八
六
五
―
一
九
四
〇
）
の
こ
と
、号
は
槃
山
。
の
ち
川
合
清
丸
の

嗣
子
と
な
る
。

36　

川
合
清
丸
『
袁
氏
家
訓　

訳
陰
隲
録
』
自
序
（
日
本
国
教
大
道
社
、
一
八
九
六
年
）

一
―
二
頁
。
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37　
『
宮
川
随
筆
』
第
十
二　

神
宮
教
院
の
本
教
館
学
規
、
河
野
省
三
編
著
『
神
宮
教
養

叢
書　

第
六
集
』（
神
宮
司
庁
教
導
部
、
一
九
六
二
年
）
一
七
七
頁
。

38　

宮
地
厳
夫
（
一
八
四
六
―
一
九
一
八
）
佐
高
知
城
内
八
幡
宮
の
神
職
宮
地
家
の
養

子
。
平
田
銕
胤
、
伊
東
祐
命
に
ま
な
ぶ
。
伊
勢
神
宮
権
禰
宜
、
教
導
職
な
ど
を
へ
て
明

治
二
一
年
宮
内
省
掌
典
、
の
ち
式
部
官
。

39　

黒
田
宗
篤
『
宮
地
嚴
夫
の
異
文
化
理
解
・
異
文
化
受
容
に
つ
い
て
』（
大
阪
大
学
博

士
論
文
、
二
〇
一
六
年
）。

40　

川
合
清
丸
『
川
合
清
丸
全
集
』
一
巻
、（
川
合
清
丸
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
一
年
）

序
。

41　

前
掲
川
合
清
丸
『
袁
氏
家
訓　

訳
陰
隲
録
』
巻
末
「
日
本
国
教
大
道
社
設
立
大
意
」。

42　

川
合
清
丸
『
川
合
清
丸
全
集
』
四
巻
、（
川
合
清
丸
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
二
年
）

解
説
、
一
頁
。

43　

前
掲
川
合
清
丸
『
川
合
清
丸
全
集
』
四
巻
、
儒
道
本
義
、
四
頁
。

44　

前
掲
川
合
清
丸
『
川
合
清
丸
全
集
』
四
巻
、
儒
道
本
義
、
七
頁
。

45　

前
掲
川
合
清
丸
『
川
合
清
丸
全
集
』
一
巻
、
興
学
論
、
二
五
九
頁
。

46　

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
所
蔵
。
件
名
：
徳
教
ニ
関
ス
ル
勅
諭
ヲ
宣
布

セ
ラ
ル
。

47　

前
掲
川
合
清
丸
『
川
合
清
丸
全
集
』
一
巻
、
教
育
本
論
、
二
六
九
頁
。

48　

前
掲
川
合
清
丸
『
袁
氏
家
訓　

訳
陰
隲
録
』
巻
末
広
告
、
六
頁
下
。

49　

前
掲
川
合
清
丸
『
袁
氏
家
訓　

訳
陰
隲
録
』
巻
末
広
告
、
二
頁
。

50　

同
年
、
川
合
訳
陰
隲
録
は
『
川
合
清
丸
全
集
』
に
も
収
録
さ
れ
る
が
、「
原
作
者
の

最
初
の
動
機
は
善
を
積
み
て
福
を
求
め
む
と
す
る
有
所
得
の
念
よ
り
起
こ
り
、聊
か
功

利
主
義
の
道
徳
た
る
か
の
嫌
ひ
な
き
に
非
ざ
る
も
、
仁
義
道
徳
を
実
践
躬
行
し
、
禍
を

転
じ
て
福
と
成
し
、
人
生
を
光
明
に
導
き
、
遂
に
無
所
得
の
大
乗
道
に
躍
り
出
づ
る
階

梯
と
し
て
、実
に
人
々
日
常
座
右
の
宝
典
と
謂
ふ
べ
し
。
…
﹇
中
略
﹈
…
神
儒
佛
の
三

道
を
理
論
的
に
知
り
、
忠
孝
仁
義
の
大
道
を
知
的
に
認
識
し
て
も
、
之
を
身
に
実
験
体

得
せ
ざ
れ
ば
、何
の
所
詮
も
な
き
空
理
空
論
に
終
ら
む
。
本
書
は
大
道
を
実
践
躬
行
す

る
に
就
て
、唯
一
の
羅
針
盤
と
謂
ふ
べ
し
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
川
合
清
丸
『
川
合

清
丸
全
集
』
七
巻
（
川
合
清
丸
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
三
年
）
解
説
、
五
頁
。

51　

岡
三
慶
『
陰
隲
録
』
塩
澤
健
序
（
大
正
七
年
）。

本
論
文
は
、二
〇
一
六
年
中
国
国
家
社
会
科
学
基
金
青
年
項
目
「
劝
善
书
在
日
本
的
传
播

与
影
响
实
证
研
究
」（16C

Z
J003

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
中
華
人
民
共
和
国
・
暨
南
大
学
講
師
）


